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きらら鎌倉ITルーム運用規程

（2006/7/17 版）
第１条（目的）

この規程はきらら鎌倉2F-ITルーム（以下ITルームと称する）において、複数の組織が相互に干渉することなく円滑な運用を行うと共に、効率的な保守を行うことを目的とする。

第２条（組織）

ITルームの利用組織は「知的協調参画型地域振興協会（以下ICPと称する）」・「鎌倉シチズンネット（KCN）」・「生涯学習推進委員会（SGS）」とする。各組織はITルーム管理担当者をおき、この規程の周知徹底をはかる。

２　利用組織の他に総合管理担当と保守担当をおく。

１）総合管理担当は「KCN教育部会（ITSと称する）」とする。

２）保守担当は「KCNぱそこん工房」とする。

第３条（機材）

ITルームの機材はSGSが準備する。

２　ハードウエアの増設

ハードウエアの増設は保守担当が実施することを原則とする。

１）ハードウエアの選択に関しては保守担当に相談すること。

２）初回の接続に際してはハードウエアとともにドライバソフトを提供すること。保守担当は増設による影響を評価し接続の可否を判断する。

３）ドライバ搭載不要のUSB接続プラグアンドプレイ機器については必要に応じて講師が接続してよいが、接続した機器の名称等を報告すること。

３　ソフトウエアの搭載

ソフトウエアの搭載は保守担当が立ち会うことを原則とする。

１）ソフトウエアの選択に関しては保守担当に相談すること。

２）初回の搭載に際しては保守担当が実施し、搭載による影響を評価し搭載の可否を判断する。

３）講座専用のソフトは講座終了後削除すること。

４）管理者（アドミニストレータ）権限の必要なソフトの搭載は保守担当が実施する。

　　

４　申請の方法及び時期

各利用組織がハードウエアの増設あるいはソフトウエアの搭載を希望するときは、総合管理担当に使用開始の１ヶ月以上前に申請すること。総合管理担当は保守担当と相談し可否を決定する。

第５条（利用方法）

利用者はログイン画面にてそれぞれが該当する組織のアイコンをクリックする。

　　　１）ICPは「ICP」を選択する。

　　　２）KCNは「KCN」を選択する。

　　　３）SGSは「生涯学習推進委員会」を選択する。

　　　４）保守担当者は「管理者（TB-ｘｘ）」を選択する。管理者でのログインにはパスワードが必要で、いわゆるアドミニストレータ権限が与えられる。

５）現在のログイン条件は「スタート」をクリックしたとき、プルアップウインドウの最上位に組織の名称（「ICP」等）が表示されるので、確認することができる。

２　受講生のデータは MyDocuments の中に専用のフォルダを作り保存する。講座専用のプログラムソフトも可能な限りここに置くようにする。いずれも講座終了後削除する。

３　（例外）ICPが「ダイアルアップ接続設定」の講義をする場合は管理者権限を取得する必要がある。この場合、設定の最後の「OK」を押下しないように注意する。万が一押下した場合は、講師責任で最後に「LAN接続」を選択しておくこと。

４　講師機には共用ドライブ（Z）が用意されている。このドライブは各PCからアクセス可能である。講師機に講座用の資料を保存したり、各PCのMyDocuments を保存したり、自由に活用してよい。
第６条（保守）

定期保守は毎月１回月曜日10：00～15：00に保守担当が実施する。

1） ウイルス対策ソフトの更新、ディスククリーン及びデフラグ等の実施。

2） WindowsUpdate の実施（定期保守中間期において緊急を要する場合は例外的に総合管理担当が保守担当に適用の可否を確認後実施する。）

3） デスクトップ アイコンの整理、インターネット接続・メール送受信・プリント機能等の確認。

4） プリンタの保守（ただし、インクの交換及びヘッドクリーニングは講師にて適宜実施。）

5） 予備機は現用機に不具合があったとき交換して即使用できるように整備しておく。（ただし、標準の機能（ソフトを含む）の範囲であり、各利用組織独自の機能については努力目標とする。）

２　臨時保守は必要に応じて行う。

１）緊急保守

２）年度末保守

第７条（公開）

この規程の最新の版は電磁的方法により公開する。

第８条（改廃）

この規程の改廃は総合管理担当が行い、利用組織の了承を得て実施する。総合管理担当は生涯学習委員会に実施状況を報告する。

附則　

1． 2004/5/22版　この規程は平成16年5月22日より実施する。

2． 2004/8/14版　この規程は平成16年８月14日より実施する。
3． 2006/7/17版　この規程は平成18年7月17日より実施する。

付 録　（2006/7/17 現在）
１　ハードウエア

１．1　プリンタ

プリンタは専用のIPアドレスが振られており独立した機器である。受講生PCからはポート指定で使用する。（注）USB接続でもなく、講師機のプリンタ共有接続でもないので誤解のないようにすること。
プリンタ名　CANNON ip5200R
ポート名　　Mac アドレス固定方式
「プリンタとFAX」のウインドウにおいて、上記プリンタ名（のアイコン）が１つだけ見えていれば正常。テストプリント及びメンテナンスは各PCから可能である。
１．２　講師用PC（タワー型白）

（1） 講師用PC（TB05）は白いケースのタワー型である。
（2） モニタ（LCD）はモニタ切替器経由で動作しており、プロジェクタの電源ON/OFFに関係なく画面表示できる。
（３）外付けハードディスクの装着（講師用教材などを格納）

　ＩＯデータ製　HDPX-U20　USB接続。共有設定してある。マイネットワークから
ネットワーク全体→ Microsoft Windows Network→SGS2F
→TB05→講師用データ
または、マイネットワーク→ワークグループのコンピュータを表示する→SGS-teacher 
とたどっていくと見える。（ドライブレターはｚで固定している。）
（3） スクリーンセーバなし、電源の時間管理は２時間後OFFとする。

（4） 講師用PC（TB05）はスキャナーを使用できる。

（5） 講師用PC（TB05）にはCD-R記録用ソフトB'sGold5を搭載。

１．３　サーバ用PC（IBM製デスクトップ型黒）
（１）LAN内メールサーバ（名称　www.sgs2f.net)として機能する。
（２）メールアカウント　ｘｘｘｘ＠www.sgs2f.net

＠マークの前のｘｘｘｘの部分はKCNと生涯学習推進委員会で異なる。

１．４　モニタ切替器

講師用PCとサーバ用PCのモニタは共用であり、モニタ切替器で切り替えて使用する。

１．５　USB接続機器
ITルーム装備のデジカメ、メディアリーダ各種はＵＳＢ自動認識する機器類なのでプラグアンドプレイが可能。取り外しには右下のタスクバーのアイコンをクリックして専用のウインドウを開いて処理すること。

（1） デジカメ
· 富士フィルム　 FinePixA201
http://www.fujifilm.co.jp/news_r/nrj818.html
· 富士フィルム FinePix A202（XDメディア）

http://www.fujifilm.co.jp/news_r/nrj946.html
· 富士フィルム FinePix 30i
http://www.finepix.com/lineup/30i/index.html
· リコー Caplio RR211
http://www.ricoh.co.jp/dc/caplio/rr211/ 
（２）SB2.0対応カードリーダー/ライター

・　メルコ(buffalo)　MCR-8U/U2（8 in 1，　XDメディア可能）

http://buffalo.melcoinc.co.jp/products/catalog/item/m/mcr-8u_u2/index.html
（３）SB1.1対応カードリーダー/ライター：グリーンハウスGH-CRMA6
（6 in 1，XDメディア不可）

http://www.green-house.co.jp/products/memorycard/reader_writer/crma6.html
２　ソフトウエア

2．1 共用ソフト

（１）全号機共通は、IE、OE、OfficeXP（Word, Excel）。

（２）PowerPointは講師用＋受講生用２台のみ。

２．２　ウィルス対策ソフト
NortonAntiVirus2005搭載。

２．３　KCN専用

（１）Vix、Jtrim　を実装し、OEのアカウント設定済み。

（２）一部の機種（TB12～19）にはIBM HomePageBuilder V8 及びJVM

　(JavaVertualMachine) 実装。

２．４　ICP専用

（1） PowerPointは講師用PCのみ使用する。

（2） 「ダイアルアップ接続設定」についてはTB05にて管理者権限で実施する。

２．５　SGS専用（未定）

３　設定

３．１　デスクトップ画面
（１）ログイン後の背景画面は従来の草原の絵、ゴミ箱のアイコンのみ表示を原則とする。

（２）KCN専用（アイコンの整理は名前順）
ログイン後の背景画面はKamakuraCitizensNetの表示を行い、アイコンは次の通り。

１）マイドキュメント
２）マイコンピュータ
３）ゴミ箱
４）ITルーム教材(エクセル初級及びワード初級用練習問題集ファイル)

５）IE
６）JTRIM
７）Lhaca
８） OE
９）VIX
（参考）受講生用フォルダ（MyDocuments 内）の命名法

姓＋講座記号＋西暦年の末尾＋講座終了月(2桁)＋講座終了日(2桁)
（例）　鍋島W21208・・・（鍋島ワード初級2002年12月8日終了）
講座記号
ワード初級　　　：　W
ワード復習　　　：　WR
ワード中級　　　：　WM・・・応用テキスト使用
ワード実践　　　：　WP
エクセル初級　　：　E
エクセル復習　　：　ER
エクセル中級　　：　EM・・・応用テキスト使用
エクセル実践　　：　EP
パソコン基礎入門：　N
ジュニア　　　　：　J
（３）ICP専用（未定）

（４）SGS専用（未定）

3．2 インターネット環境

設定済み。

3．3 メール環境

（１）KCN専用・・・アカウントは各PCのモニタの右上に貼付。
（２）ICP専用（未定）

（３）SGS専用・・・設定済み。アカウントは随時講師より指示。
４　ITルーム管理担当者（敬称略）

（１）総合管理担当　KCN　鍋島

（２）ICP　
（情報通信リエテラシイ事業部）近藤

（３）KCN　
（教育部会：ITS）　鍋島

（４）SGS　
（生涯学習推進委員会）森
（５）保守担当　（KCNぱそこん工房）　松尾

５　参考資料

（1） 管理者ログインアカウント及びパスワード表

ログインアカウントtbnnに対するパスワードはtbnn。

ワークグループ名はSGS2F、P/Wはsgs2f。

（お願い：本来非公開情報ですので取り扱い注意願います。）

（2） KCNメール設定条件表（添付せず）

以上
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